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○観光・交流拠点の育成・整備 

・ＪＲ八日市場駅前のそうさ観光物産センター匝
めぐ

りの里は、観光案内や地元特産品の販売等、本市

の観光情報等を発信する観光・交流拠点として育成を図ります。 

・九十九里海岸一帯は、海洋系の観光・交流拠点として、海岸全体を活用した観光資源の整備を進

めるとともに、砂浜やクロマツ林（防風林）といった海浜環境の保全を図り、海洋リゾート軸と

して整備を進めます。 

・北部のふれあいパーク八日市場は、地元農業特産物の直売や各種イベント等を中心に、都市と農

村の交流拠点として、また、飯高寺（飯高檀林跡）周辺は、歴史資源を中心とする観光・交流拠

点として育成を図ります。 

・これら観光・交流拠点相互の連携によるネットワーク化を進め、グリーン・ツーリズムやブル

ー・ツーリズムによる観光振興に努めます。 

 

○産業拠点の整備 

・みどり平工業団地は、銚子連絡道路や主要地方道八日市場野栄線（野栄バイパス）の整備による

交通条件の向上を活かし、産業拠点として良好な工業環境の整備・保全に努めます。 

 

○医療拠点の充実 

・国保匝瑳市民病院、海匝健康福祉センター（海匝保健所）八日市場地域保健センター、そうさぬ

くもりの郷を中心とした周辺地区は、医療サービスの拠点として、医療機能の充実に努めるとと

もに、より利用しやすい環境づくりに向けて、循環バス等による交通ネットワークの充実に努め

ます。 

 

② 社会経済情勢の変化に応じた土地利用への対応 

 

○適正な土地利用の誘導 

〔住宅地〕 

・土地区画整理事業等により都市機能が集積しつつあるＪＲ飯倉駅周辺等の住宅開発地では、良

好な居住環境の維持・保全を図ります。 

・道路、公園等の施設が必要な住宅地では、市民との協働によるまちづくり手法により、安全で快

適な居住環境の形成を図ります。 

・ＪＲ八日市場駅周辺や主要幹線道路等の沿道の住宅地では、中層住宅の立地や商業等の複合的

な土地利用の誘導を図るとともに、必要に応じた用途地域の見直しについて検討を進めます。 

〔商業・業務地〕 

・ＪＲ八日市場駅周辺の商業・業務地では、本市の中心機能を担う地区として都市基盤の整備を推

進するとともに、空き家・空き店舗・空き地の有効活用を促進し、活力と賑わいのあるまちづく

りを進めます。また、国道 126 号沿道の商業施設と回遊性のある商業地の形成を図るため、歩

行者が安心して買物ができるように歩道空間の確保やバリアフリー化に努めます。 

〔沿道サービス地〕 

・国道 126 号沿道は、大型商業施設、沿道立地型の飲食施設、沿道サービス施設等が立地してい

ます。このため、後背地の土地利用に配慮しながら沿道商業・業務施設の立地を促進するととも

に、既存商店街との連携による活性化を推進し、さらなる商業・業務施設等の集積を図ります。 

・国道 296 号沿道は、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の整備により成田空港や北関東方面等

との交通流動の増加が見込まれることから、用途地域内の沿道サービス施設等の維持・誘導とと

もに、用途地域外にあっては、沿線の農地や自然環境と共生する適正な土地利用への誘導を行う
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等、地域活性化に努めます。 

〔工業地〕 

・規模の大きな工場が集積しているみどり平工業団地は、周辺環境との調和を図りつつ操業環境

の維持・向上を図ります。また、住宅地内にある工場については、周辺の住宅地と調和した都市

環境の形成に努めます。 

〔その他、用途地域外の区域〕 

・用途地域周辺の住宅地で、都市的土地利用が進行している地域については、良好な居住環境の保

全や創出のため、道路、公園等の都市基盤の維持管理を図りつつ、必要に応じた用途地域の指定

等により適正な土地利用を図ります。 

・田園、里山、谷津田の広がる地域では、豊かな生産環境と自然を保全するとともに、集落地の生

活環境を維持すべき地域として、引き続き開発許可制度等による規制・誘導に努めます。 

・都市計画区域から外れる地域については、良好な居住環境の整備や優良な自然環境の保全等、既

存の都市計画区域と一体となったまちづくりの推進を図るため、都市計画区域への編入を検討

します。 

 

○交通結節点等への土地利用の適正誘導 

・銚子連絡道路の整備に伴い計画されているインターチェンジ予定地周辺等については、広域幹

線道路の整備による利便性の向上等を活かし、地域の活性化につながる産業系土地利用の可能

性について検討します。 

 

③ 田園、里山、海浜等の優良な自然環境の保全と活用 

 

○優良な田園や緑地・海浜資源の整備・保全 

・本市に広がる優良な田園地帯や北部の谷津田は、維持・保全に努めるととともに、農業生産基盤

として整備を進めます。 

・北部に広がる丘陵地の優良な自然環境は、引き続き保全を図るとともに、自然（緑）とふれあえ

る空間として活用に努めます。 

・南部の九十九里海岸一帯の砂浜やクロマツ林（防風林）は、引き続き保全を図るとともに、サイ

クリングロードの整備や砂浜の侵食防止対策等により、自然（水）とふれあえる空間として保全

と活用に努めます。 

 

○観光資源を活かした地域振興 

・九十九里海岸や飯高寺（飯高檀林跡）等の豊かな自然や文化財、既存施設の活用等を図るととも

に、地域の新たな魅力を見出し観光資源化することで、集客力のある地域づくりを進めます。 

・ふれあいパーク八日市場、そうさ観光物産センター匝
めぐ

りの里等の地域の貴重な資源を利活用し、

都市住民との交流の活性化を図ります。 

・産業間や近隣自治体、各種団体等の連携を図りながら、体験・交流プログラムの充実や効果的な

観光情報の発信に努め、地域の活性化や交流の創出を図ります。 
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図 土地利用施策方針  

 

 

 

 

 

○観光・交流拠点の育成・整備 

・そうさ観光物産センター匝りの里等の地域

資源の利活用 

・観光・交流拠点の相互のネットワークによ

る観光振興 

・砂浜やクロマツ林等の海浜環境の保全 等 

○都市交流拠点の形成 

【八日市場駅から市役所周辺】 

・中心的な都市機能の集積 

・都市基盤の整備推進 

・空き家等の有効活用、商店街の活性化 

【飯倉駅周辺】 

・生涯活躍のまち形成事業による、子育

てや福祉等の都市機能の整備・充実 

【野栄総合支所周辺】 

・生活サービス機能の維持・集積 

・地域特性に応じた特色のある拠点の形

成 等 

○田園・里山・海浜等の優良な自然

環境の保全と活用 

・優良な田園や緑地・海浜資源の整

備・保全 

・観光資源を活かした地域振興 等 

○医療拠点の充実 

・医療機能の充実 

・交通ネットワークの充実 等 

○産業拠点の整備 

・良好な工業環境の整備・保全 等 

○社会経済情勢の変化に応じた土地利用への対応 

・用途地域内の適正な土地利用の誘導 

・用途地域外の土地利用の規制・誘導 

・市域全体を都市計画区域への編入を検討 

・インターチェンジ予定地周辺等での産業系土地利用の検討 等 
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２．交通 

 

（１）基本方針 

 

本市の主要な交通網は、東西方向のＪＲ総武本線、国道 126 号、東総地区広域道路、南北方向の

国道 296 号、主要地方道八日市場野栄線等から形成されています。 

本市の主な公共交通は、ＪＲ総武本線と市内循環バスですが、利用者は緩やかな減少傾向にあり、

自家用車への依存が高い状況にあります。このため、引き続き拠点間や地域間を結ぶ主要幹線道路

等の効率的な整備とともに、少子高齢化社会の進展や地球環境問題等への対応の必要性を踏まえ、

市民の移動環境の充実や歩行者・自転車が快適に通行できる道路環境の整備を進める等、人や環境

にやさしい交通環境づくりが求められています。 

今後の交通体系については、集約型都市構造の考え方を踏まえ、都市活動軸をはじめとする市内

の拠点間を結ぶネットワークの形成とともに、自家用車だけでなく公共交通機関の利用促進や歩行

者・自転車の安全と利便性の向上を図り、誰もが快適で暮らしやすい生活を支える交通体系づくり

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

（２）施策の方針 

 

① 広域交通網の機能強化 

 

○主要幹線道路・幹線道路 

・国道 126 号の渋滞緩和や首都圏とのアクセス向上のため、銚子連

絡道路の整備を促進します。 

・周辺都市と本市を連絡する主要幹線道路（国道等）や幹線道路（一

般県道等）の整備を促進し、都市間の交流や連携の強化を図ります。 

 

○鉄道 

・ＪＲ総武本線については、鉄道利用者の利便性向上のため、運行ダイヤの改善、運行本数の増便

等を引き続き要請するとともに、利用促進を図ります。 

 

○高速バス 

・東関東自動車道等の広域幹線道路網を活用した高速バス路線は、運行ダイヤの改善等による主

要都市との連絡強化を要請し、利用促進を図ります。 

 

活力ある都市活動と誰もが快適で暮らしやすい生活を支える交通体系の構築 

○広域交通網の機能強化 

○拠点間及び地域間の連携強化 

○人や環境にやさしい交通体系づくり 

国道 126 号 
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② 拠点間及び地域間の連携強化 

 

○補助幹線道路等 

・都市計画道路や主要な市道は、拠点間や地域間を連絡する道路として、引き続き効率的な整備を

図り、自動車交通の円滑化や利便性の向上に努めます。 

・長期間未整備な状況にある一部の都市計画道路については、今後の社会経済情勢の見通しや交

通量の予測等を踏まえ、必要に応じて路線の見直しを行います。 

 

○生活交通（市内循環バス・路線バス等） 

・市内循環バスは、高齢者や児童・生徒等の日常生活の重要な移動手

段として、機能の維持を図るとともに、需要に応じた運行ダイヤの

見直しやネットワークの再構築等の取組を進めます。また、路線バ

スについても、利用を促進し広域交通路線としての維持に努めます。 

・バス利用が困難で、免許を持たない高齢者に対しては、地域交通利

用料助成制度の利用促進を図るとともに、地域事情に応じた新たな

対応を検討します。 

 

〔参考：匝瑳市の主要道路分類〕 

主要幹線道路 都市間や通過交通等の比較的長い移動交通を大量に処理する規格の高い道

路、県内・隣接市町との連絡に関わる骨格的な道路網を形成する道路として、

地域高規格道路、国道、主要地方道を位置づけます。 

・地域高規格道路 銚子連絡道路 

・国道      国道 126 号、国道 296 号 

・主要地方道   佐原八日市場線、飯岡一宮線、八日市場八街線 

八日市場野栄線、八日市場栄線、佐原椿海線 

多古笹本線 

幹線道路 市内の地域間交通とともに主要幹線道路への連絡を受け持つ道路として、一

般県道を位置づけます。 

・一般県道    八日市場井戸野旭線、八日市場佐倉線、横芝停車場吉田線 

         八日市場山田線、飯岡片貝線、八日市場停車場線 

         平和共興線 

補助幹線道路 市内の各地区の連絡を強化する路線とともに、主要幹線道路や幹線道路相互

の連絡を受け持つ道路として、都市計画道路（主要幹線道路以外）、主要市道を

位置づけます。 

・都市計画道路  田町下出羽線、八重崎新宿線、砂原椿線、八日市場駅前線 

         富谷線、篭部田線 

・主要市道    東総地区広域道路（市道 103 号線ほか３路線） 

南北連絡道路（市道 11137 号線）、１級市道等 

注：道路区分は、道路法によるものではなく、道路がその網体系の中で果たすべき機能に着目して分類を定めたも

のです。（参考：道路の標準幅員に関する基準（案）について：国土交通省、都市計画区域マスタープラン：千

葉県） 

  

市内循環バス 
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③ 人や環境にやさしい交通体系づくり 

 

○公共交通機関の利便性の向上と歩行者・自転車の道路環境の改善 

・ＪＲ総武本線や市内循環バス、路線バス、高速バスの利便性を高めるとともに、拠点や日常生活

圏における歩行者・自転車の道路環境の改善を進め、人や環境にやさしい交通体系づくりに努め

ます。 

 

○人にやさしい移動環境の創出 

・誰もが安心・安全に移動できる環境を創出するため、駅や

周辺地域の段差を解消し、さらに公共施設等のユニバーサ

ルデザイン化により、人にやさしい環境づくりに努めます。 

・歩行者・自転車が快適に通行できる道路環境や街路灯等の

交通安全施設の整備推進に努めます。 

 

○公共交通と自動車・自転車交通の連携 

・駅やバス乗り場周辺への駐車場・駐輪場の適正な配置を進め、公共交通と自動車・自転車交通の

連携を促進します。 

 

 

 

  

ＪＲ八日市場駅 
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図 交通施策方針 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○拠点間及び地域間の連携強化 

・拠点間や地域間を連絡する道路の効率的な整備 

・都市計画道路の整備と必要に応じた見直し 

・循環バスのネットワークの再構築 

・路線バスの利用を促進し広域交通路線の維持 

・地域交通利用料助成制度の利用促進と地域事情に

応じた対応の検討 等 

○広域交通網の機能強化 

・銚子連絡道路の整備 

・国道、一般県道等の整備 

・運行本数の増便等による鉄道利用者の利便性向上 

・高速バス路線の運行ダイヤの改善等による主要都市との

連絡強化 等 

○人や環境にやさしい交通体系づくり 

・公共交通機関の利便性の向上と歩行者・自転

車の道路環境の改善 

・人にやさしい移動環境の創出 

・公共交通と自動車・自転車交通の連携 等 
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３．都市環境・自然環境 

 

（１）基本方針 

 

本市では、市民の快適な暮らしの向上を図るため、道路、公園、上水道等の都市環境の整備を進め

ていますが、安心・安全でより暮らしやすい生活環境づくりに向けて、継続的な整備推進が求めら

れています。 

一方、自然環境では、北部の下総台地の緩やかな丘陵地、中南部に広がる田園、南部の海浜にみら

れる豊かな自然環境を有していますが、これら自然環境が徐々に失われつつある状況にあります。 

さらに、地球温暖化の要因とされる日常生活や事業活動におけるエネルギー消費の増大等、様々な

問題に直面しています。このため、自然環境の保護及び環境負荷の軽減に向け、市民・事業者・行

政が一体となって計画的に取り組んでいく必要があります。 

また、東日本大震災以降、全国的な津波の脅威に対する意識の高まりとともに、本市では、令和元

年房総半島台風による大規模な停電や住宅の損壊等の甚大な被害が市内全域で発生し、災害発生時

の安全対策がこれまで以上に求められています。 

こうした状況を踏まえ、本市の特徴でもある豊かな自然環境との調和を図りながら、安心・安全で

快適な都市環境や生活環境の創出に向けた施設整備に努めるとともに、環境負荷の少ないまちを創

造していくため、自然と共生した、人や環境にやさしい持続可能なまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

（２）施策の方針 

 

① 地域特性を活かした快適な都市環境の創出 

 

○快適な都市環境の創出 

〔生活環境整備〕 

・都市基盤施設の整備が遅れている地域では、計画的な施設整備による生活環境の改善・向上に努

めます。 

〔上水道〕 

・八匝水道企業団新水道ビジョン（平成 28 年（2016 年）３月）に基づき、低廉で良質な水の

安定供給とともに、上水道普及率の向上を推進します。 

〔汚水・雨水処理〕 

・汚水処理では、合併処理浄化槽の設置を促進し、公共用水域の水質改善と生活環境の改善を図り

ます。 

・雨水処理では、都市下水路の維持管理や排水路整備を推進し、浸水被害の防止に努めます。 

 

  

自然と共生し安心・安全で快適に暮らせる環境づくり 

○地域特性を活かした快適な都市環境の創出 

○環境負荷が少なく安心・安全に暮らせるまちづくり 

○良好な自然環境・資源の保全と活用 
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〔公園〕 

・市民の憩いの場とともに、防災やレクリエーション等の多様な

機能を有する空間として、公園施設の長寿命化や緑化を推進し、

適正な維持管理に努めます。 

〔ごみ処理〕 

・ごみの減量化、再利用・再資源化を推進するとともに、効率的

な処理に向けて広域ごみ処理施設による、一般廃棄物の処理能

力向上及び処理コストの低減を図ります。 

 

○地域特性を活かした協働による環境形成 

・田園、里山、海浜等の良好な自然環境や景観の保全とともに、日常の生活環境の向上を図るた

め、地域の自然・歴史・文化等の特性を活かした、市民等との協働によるまちづくりを推進しま

す。 

・道路や河川、公園は、市民等との協働による環境美化活動を進め、良好な生活環境の維持・保全

に取り組みます。 

 

② 環境負荷が少なく安心・安全に暮らせるまちづくり 

 

○環境負荷の少ないまちづくり 

・美しい自然環境を後世にわたって保全し、環境負荷の少ないまちを創造していくため、匝瑳市環

境基本計画に基づき、企業や商店、市民一人ひとりによる環境にやさしいまちづくりを推進しま

す。また、公共交通機関や自転車の利用促進、エコドライブの実践等、環境負荷の少ない低炭素

社会の実現を目指します。 

・公園や道路等の緑化の促進に努めるとともに、田園や里山を保全することで、雨水の保水貯留機

能の向上や気温上昇の抑制による地球温暖化に配慮したまちづくりに努めます。 

・合併処理浄化槽の設置促進、排水の適正処理や植物による自然浄化機能の回復を図る等、水質環

境の保全に努めます。 

・太陽光発電等の再生可能な自然エネルギーの利用を促進し、環境負荷の少ないまちづくりに努

めます。 

 

○防災・防犯・交通安全に配慮したまちづくり 

〔災害に強いまちづくり〕 

・匝瑳市地域防災計画に基づき、地震、津波、風水害等の様々な災害に関して、平常時の予防活動、

災害発生時の応急対策及び迅速な復旧活動を可能にする体制の強化を図ります。また、自主防災

活動を支える人材の育成や、自主防災組織と地域の様々な団体との連携を促進することにより

地域防災力の強化を図ります。 

・災害時における市民の迅速かつ安全な避難を促すため、ハザードマップ等を活用した避難に関

する情報の周知徹底と防災訓練の継続的な実施により、防災意識の向上を図ります。また、防災

行政無線をはじめとした災害情報を提供する通信施設や通信手段の充実を図ります。 

・大規模災害に対しては、周辺自治体や民間事業所との広域的な防災体制の構築を検討し、連携・

協力による迅速な対応に努めます。 

・市街地では、緊急車両の通行に配慮した道路整備等、災害に強いまちづくりを計画的に進めるこ

とにより防災機能の向上に努めます。 

・都市計画道路や公園は、災害時の避難路や避難場所としての機能を有することから、計画的かつ

そうさ記念公園 
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効率的な整備・維持に努めます。 

・建築物等の耐震化・不燃化を促進するとともに、大規模な災害による上水道、電気、ガス、道路

（橋梁）等のライフラインの被害軽減を図るため、耐震性の強化や代替機能の確保に努め、防災

機能の向上を図ります。 

〔防犯や交通安全に配慮したまちづくり〕 

・生活道路等への防犯灯の設置を推進し、日常生活圏における安全性の向上を図ります。また、通

過交通の適正誘導や狭あい道路の解消、低・未利用地の適正管理を通して、犯罪や交通事故の未

然防止に努めます。 

・歩行者・自転車の安全確保を図るため、歩道設置の推進やガードレール等の交通安全施設の整

備、交差点改良等の適切な対策を進めます。 

・防犯教室や交通安全教室等を継続的に実施し、防犯・交通安全に対する市民意識の向上を図ると

ともに、自主的な防犯・交通安全組織の育成支援に努め、関係機関等と連携しながら地域を見守

る体制づくりを推進します。 

 

③ 良好な自然環境・資源の保全と活用 

 

○田園や里山等の保全と活用 

・田園や里山等の優良な自然環境は、温室効果ガスの吸収や水源のか

ん養、生態系の保全等の多様な機能を有することから、国土利用計

画法や農業振興地域の整備に関する法律、自然公園法、開発許可制

度等の法制度により、引き続き保全や活用に努めます。 

 

○海浜空間・観光資源の保全と活用 

・南部の九十九里海岸一帯は、身近に海辺とふれあえる空間やパークゴルフそうさ等の観光交流

資源との連携を図るため、サイクリングロード等を活用した歩行者・自転車ネットワークによる

観光振興を進めます。 

・防風林、防砂林等の緑地資源や砂浜といった地域資源を保全・活用し、新たな魅力づくりを図る

とともに、隣接する市町や本市の自然・文化を活かしたイベントと連携することで、ブルー・ツ

ーリズムの促進を図ります。 

 

海浜のクロマツ林 
（防風林、防砂林） 

サイクリングロード 
（太平洋岸自転車道） 

九十九里海岸 

（野手浜海岸） 

優良な田園環境 
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図 都市環境・自然環境施策方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○防災・防犯・交通安全に配慮したまちづくり 

・災害時の応急対策及び復旧活動等の適切な実施 

・緊急車両の通行に配慮した道路整備等による防災機能の向上 

・ライフラインの耐震性の強化や代替機能の確保 等 

○環境負荷の少ないまちづくり 

・公共交通機関や自転車の利用促進等による低炭素社会の実現 

・公園や道路等の緑化の促進、田園や里山の保全 

・合併処理浄化槽の設置促進による、水質の環境の保全 

・太陽光発電等の再生可能エネルギーの利用促進 等 

○地域特性を活かした協働による環境形成 

・環境美化活動による市民等との協働による良好な生活環境の維持・保全 

・地域の自然・歴史・文化等の地域特性を活かしたまちづくり 等 

○快適な都市環境の創出 

・計画的な施設整備による生活環境の改善・向上 

・合併処理浄化槽の設置促進による生活環境の改善 

・公園施設の長寿命化や緑化の推進と適正な維持管理 等 

○田園や里山等の保全と活用 

○海浜空間・観光資源の保全と活用 

・サイクリングロード等を活用した歩行者・

自転車ネットワークによる観光振興 

・自然や文化を活かしたブルー・ツーリズム

の促進 
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４．景観 

 

（１）基本方針 

 

本市は、田園、里山、海浜等の美しい自然景観と、飯高寺（飯高檀林跡）や飯高神社をはじめとす

る歴史資源や旧国道沿いのまち並み等の歴史景観を有しています。 

こうした多様な景観資源は、郷土や風土への愛着や親しみを感じられる原風景であり、市民共有

の財産として次世代へ引き継いでいくことが求められています。 

一方、主要幹線道路沿いの屋外広告物の乱立や不統一性、不法投棄による田園、里山の荒廃等によ

る景観の悪化もみられ、良好な景観形成に向けて、これら景観阻害要因の改善を含めた取組が必要

となっています。 

こうした状況を踏まえ、豊かな自然や歴史的建造物等を保全しながら、景観に対する意識の醸成

を図り、市民等との協働による取組を通じて、本市の特徴的な風景を活用した地域性あふれる景観

づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

（２）施策の方針 

 

① 地域の特性を活かしたまち並み景観の形成 

 

○各拠点における特色ある景観づくり 

・ＪＲ八日市場駅から市役所周辺地区は、本市の商業・業務機能や

行政機能の中心を担う本市の玄関口にふさわしい拠点として、地

域の実情を踏まえながら、屋外広告物の規制や歴史的建造物を活

かしたまち並みの再生を進めるとともに、賑わいの中にも秩序の

ある景観の創出を図ります。 

・ＪＲ飯倉駅周辺地区は、生涯活躍のまち形成事業における子育て

や福祉等の都市機能の集積による、新たな都市的空間を活かした

景観の創出を図ります。 

・野栄総合支所周辺地区は、公共施設が集積する日常生活サービス

の中心となる拠点として、周辺の田園環境と調和した景観づくり

を進めます。 

  

地域の資源や個性を活かした美しいふるさとづくり 

○地域の特性を活かしたまち並み景観の形成 

○本市の原風景や良好な自然景観の維持・継承 

○協働による景観形成 

ＪＲ八日市場駅周辺 

生涯活躍のまち形成事業による 
幼保連携型認定こども園 
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・産業拠点であるみどり平工業団地は、工場施設周辺の緑化や街路

樹の適正な管理を行い、周辺の田園環境と調和した景観づくりを

進めます。 

・ふれあいパーク八日市場、飯高寺（飯高檀林跡）周辺、九十九里

海岸周辺の観光・交流拠点については、自然・歴史的資源を活か

した景観づくりを進めます。 

 

○主要な幹線道路や旧国道沿いにおける沿道景観の誘導 

・国道 126 号、主要地方道八日市場野栄線等の都市活動軸・地域

連携軸は、市民や来訪者の目に触れる機会の多い空間であること

から、本市の特性や周辺の自然景観に配慮した良好な沿道景観の

形成を図ります。 

・旧国道沿いは、古いまち並みの趣きと、歴史と文化がふれあう空

間であり、歴史文化資源を活かした景観づくりを進めます。 

 

○日常生活圏における身近な景観づくり 

・道路、学校等の公共公益施設における緑化を推進するとともに、

市街地や集落地では、生垣や屋敷林の保全、空き家・空き店舗・

空き地の適正管理等により、自然に囲まれた本市にふさわしい市

街地景観や集落景観の保全・向上に努めます。 

・市街地縁辺部の里山や歴史文化財等、地域の景観資源の保全を図

るとともに、これらの身近な資源を活かした日常生活圏の景観形

成に努めます。 

 

② 本市の原風景や良好な自然景観の維持・継承 

 

○海・緑の自然景観の保全と活用 

・本市の原風景である田園、里山等は、良好な自然景観の維持・継承に努めます。 

・九十九里海岸は、本市の貴重な観光・交流資源であることから、安らぎや潤いを感じられる空間

として、海浜景観の創出や保全を図ります。 

・一定規模以上の建築物は、形態等の適正な誘導を図り、周辺の自然景観や歴史的景観との調和に

努めます。 

 

○歴史・文化景観の保全と活用 

・飯高寺（飯高檀林跡）周辺や旧国道沿いでは、歴史的景観資源の保全を図るとともに、これらの

景観資源を活かしたまちづくりに努めます。 

  

特徴的な住宅地の生垣 

みどり平工業団地 

旧国道沿いにある 
国登録有形文化財 
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③ 協働による景観形成 

 

○緑化の推進や美化活動等の取組への支援 

・市民等との協働による環境美化活動や歴史的建造物の保存活動への取組を支援し、景観に対す

る意識の醸成を図りながら、周辺と調和した良好な景観形成を推進します。 

・「日本有数の植木のまち」を象徴するマキの生垣や屋敷林等を保全するとともに、街路樹の適正

な維持管理を図ることで、ゆとりと潤いのあるまち並みの創出に努めます。 

 

○景観形成へ意識の醸成とルールづくり 

・緑の基本計画や景観条例、景観法に基づく景観計画等の策定を検討するとともに、緑化や景観形

成のルールづくりを進め、市民等との協働による景観形成を推進します。 
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図 景観施策方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○景観形成へ意識の醸成とルールづくり 

・緑の基本計画や景観条例、景観計画等の検討 

・市民等との協働による景観形成を推進 等 

○日常生活圏における身近な景観づくり 

・道路、学校等の公共公益施設における緑化推進 

・生垣や屋敷林の保全、空き家等の適正管理 

・身近な資源を活かした日常生活圏の景観形成 等 

○景観形成へ意識の醸成とルールづくり 

・緑の基本計画や景観条例、景観計画等の検討 

・市民等との協働による景観形成を推進 等 

○歴史・文化景観の保全と活用 

・飯高寺（飯高檀林跡）周辺や旧国道沿いの

歴史的景観資源の保全 等 

○主要な幹線道路や旧国道沿いにおける沿道景観の誘導 

・国道 126 号、主要地方道八日市場野栄線等の良好な沿道景観の形成 

・旧国道沿いのまち並みや歴史文化資源を活かした景観づくり 等 

○緑化の推進や美化活動等の取組への支援 

・環境美化活動等を促進し、周辺と調和した良好な景

観形成を推進 

・マキの生垣や屋敷林等を保全 

・街路樹の適正な維持管理 等 

○海・緑の自然景観の保全と活用 

・田園、里山等の自然景観の維持・継承 

・海浜景観の創出や保全 

・一定規模以上の建築物の形態等の適正

な誘導 等 

○各拠点における特色ある景観づくり 

・本市の玄関口にふさわしい拠点として、屋外広告物の規制やまち

並みの再生による秩序ある景観の創出(ＪＲ八日市場駅から市役所

周辺) 

・生涯活躍のまち形成事業における子育てや福祉等の都市機能の集

積による、新たな都市的空間を活かした景観の創出（ＪＲ飯倉駅

周辺） 

・公共施設が集積する日常生活サービスを中心とする拠点として、

周辺の田園環境と調和した景観づくり（野栄総合支所周辺） 

・周辺の田園環境と調和した景観づくり（みどり平工業団地周辺） 

・自然・歴史的資源を活かした景観づくり 等 


